
  

 

 

 

どうぶつに さわったら かならず てを あらおう  

しんがたコロナウィルスによる はいえんで、せかいじゅう 

おおさわぎしていますね。どうぶつから うつる びょうきは 

ほかにも あります。 

どうぶつとの ふれあいは たのしいですが、きをつけないと 

びょうきに なってしまうことが あります。 

かわいいから ペットとキスしたり、くちのまわりを なめ

させたりしては いけません。じぶんのはしで たべものを 

あたえるのも だめです。 

 ふとんにいれて いっしょに ねるのも よくないそうです。 

どうぶつに さわったら かならず てを あらってください。 

参照：厚生労働省 HP「動物由来感染症を知っていますか？」 

 

吉田小学校の 登下校時刻の変更 

２月２７日（木） 新登校班編成 集団下校 ３：３０ 

３月 ６日（金）  ６年感謝の会 ４年～５年 6 校時カット 下校２：５０ 

 ※あくまでも予定です。急な変更もありますので、詳細につきましては、学校へ確認をお願いします。 

 

不審者情報  富士吉田警察署より 

ここ一か月で新たな事案は発生していません。 
 

 

 

 

富士吉田ふれあい隊は２００４年から吉田小学区で登下校の見守り活動を続けている自主防犯団体です。 

 

      てあらいが 予防効果大 

せきがでている人は、マスクをしなければなりませんが、マスクで

ウィルス感染をふせげるかは 科学的にはっきりしていないそうです。

それよりも、よく手をあらうことが大切だという専門家もいます。 

マスクを手作りする方法は YouTube などで見られます。参考まで。 

YouTube「コーヒーフィルターでマスクを作ってみた」より→

https://www.youtube.com/watch?v=xkPoAc1eADM&feature=emb_logo  
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次のいい子の日は３月１６日（月）です。吉小校門前 朝８時頃集合 
積雪・路面の凍結に気を付けておこしください。 

 

新型コロナウィルス 



動物由来感染症に 感染しないために 

動物由来感染症はかぜと似たような症状から始まることが多いそうなので、受診の際はペットを

飼っている等、動物との接触歴を医師に伝えることが大切です。 

ペットを清潔にしておくのはもちろん、動物の糞尿が乾燥すると、その中の病原体が空気中を漂

い、吸い込みやすくなりますので、糞尿に直接ふれたり、 病原体を吸い込んだりしないよう気を

つけ、早く処理しましょう。 

動物が排せつを行いがちな砂場や公園は注意が必要です。特に子供の砂遊び、ガーデニングで草

むしりや土いじりをした後は、十分に手を洗いましょう。 

 

新型コロナウィルスだけじゃない。気をつけたい 動物由来感染症 

病名 症状 感染経路 

パスツレ

ラ症 

傷口の腫れの他に、局所リンパ節の腫脹や呼吸器病が

発生する。 

犬の口腔内では 75％，猫では 
ほぼ 100％常在しているパスツ

レラ菌が飛沫感染、濃厚接触に

より感染。室内飼育の増加によ

り増加中。 

猫ひっか

き病 

傷口の腫れの他に、全身倦怠感，発熱，リンパ節が腫

れるなどの症状が出る。 
猫にひっかかれた皮膚表面から

バルトネラ菌に感染。 
オウム病 突然の発熱 (38℃以上 ) で発症し、咳や痰を伴う。

全身倦怠感・食欲不振・筋肉痛・ 関節痛・頭痛等の

インフルエンザのような症状。重症になると呼吸困

難・意識障 害等を起こし、診断が遅れると死亡する

場合もある。 
 
 

インコ、オウム、ハト等の糞に

含まれる菌を吸い込んだり、口

移しでエサを与えることによっ

ても感染する。2005 年、国内

の動物展示施設で従業員や来場

者の間で集団感染があった。 

サルモネ

ラ症 

感染した人の多くが発熱、下痢、腹痛などの胃腸炎症

状を呈する。菌血症、敗血症、髄膜炎等の重症の場合

にはまれに死亡することもある。 

通常サルモネラ症は汚染された

食品を介して感染するが、爬虫

類等の動物との接触を通じて感

染することもある。日本でも子

供がペットのミドリガメから感

染し、重症となった例がある。 

レプトス

ピラ症 

5～14 日の潜伏期の後に、38～40℃の発熱、悪寒、

頭痛、筋肉痛、結膜充血 等の初期症状で発症する。

重症の場合は、発症後 5～8 日目に黄疸、出血、腎機

能障害等の症状が現れる。 

保菌動物 ( 犬、ネズミ等 ) の
尿中に長期間菌が排出される。

感染動物の尿に触れたり、尿に

汚染された水や土等から皮膚や

口を介して感染する。全国で散

発的に発生しているが、地域に

よっては集団発生もある。 

 

このほかに 蚊やダニによる感染症もあります。 

台所で水槽などを洗わない！ 

ペットの檻はこまめに掃除を！ 

口移しでえさを与えない！ 

ふとんにいっしょに入れて寝ない！ 

手などをよく洗う！ 


